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会 議 録 

１ 会議名 第５期南砺市協働のまちづくり推進会議 第８回推進会議（全体会） 

２ 議題 

１．開会 委員長あいさつ  

２．議事 今後のスケジュールについて 

     専門部会の進捗状況の共有について 

３．閉会 副委員長あいさつ 

３ 開催日時 令和５年１０月２５日（水） 開会時間：午後７時／閉会時間：午後９時 

４ 開催場所 
南砺市役所 別館３階 大ホール 

（南砺市荒木１５５０番地） 

５ 出席者 

［委員：全２０名］ ※５０音順、敬称略 
出席：荒木 信人、磯辺 文雄、上坂 紀子、江田 攻、長田 正勝、 

齊藤 優華、佐竹 弘昭、嶋田 早苗、俵 圭子、中山 明美、 
能登 貴史、長谷川 邦子、林 則雄、松本 久介、南 眞司、 
渡辺 洋子 

欠席：坂本 博昭、竹部 俊惠、松嶋 裕治、薮 英雄 
 

［市：出席２名］ 

事務局 南砺で暮らしません課長   大浦 幸恵 
南砺で暮らしません課  
協働のまちづくり係長   山下 真人 
協働のまちづくり係    得能 基史 

６ 傍聴者 0名 

７ 
内容及び 
決定事項 

協議内容 
・提言の素案について 

 
決定事項 

部会長会議にて提言書を修正する 
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７ 会議録 

１．開会 委員長あいさつ 

 

 

２．今後のスケジュールについて 

 

（事務局より資料説明） 

 

３．市長への提言について検討 

 

（事務局より資料説明、委員間で協議） 

 

Ａ委員 

 市長へ提言するので、もっと具体的な内容にすべきだと思う。提言が具

体的でないと、市長も対策の打ちようがない。 

 

Ｂ委員 

 相談する場として中間支援組織（一般社団法人なんと未来支援センタ

ー、公益財団法人南砺幸せ未来基金）があるので、それが浸透していない

ということが課題だと思う。それらの機能を強化していかなければならな

いという課題もあると感じている。 

 

江田部会長 

 情報公開推進部会からの提言は「２．市民への市政に関する情報の提供

と市民参画について」である。部会の考え方としては、第５条（市民の権

利）に対する認識が不足しているのではないかということである。 

 議論の入り口としては、パブリックコメントや実証実験が機能していな

いのではないかということだったが、協議を進める中で第５条の認識不足

ということにたどり着いた。 

 

渡辺部会長 

 どうする部会は幅広い議論がなされていたが、困りごとの相談の場が少

ないことや、どこに相談していいのかわからないということだった。円卓

会議は参加へのハードルが高いため、市民だれでも気軽に参加できる会議

という意味で市民会議という単語を入れた。 

 

Ａ委員 

 情報提供ではなく情報共有ではないか。また、パンフレットや場づくり

ということに関して、既存のものを活用するべきでないか。 

 

Ｃ委員 

 地域づくり協議会の活動の後押しをするため、円卓会議はもっと頻繁に
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開催してほしいし、活性化すべきだと思う。市が円卓会議を開催する意義

をしっかりと再定義してほしい。 

 

Ｄ委員 

 前回の提言が実現できていないことを検証すべきだと思う。南砺市協働

のまちづくり推進会議の存在意義がなくなっていると感じる。 

 

Ａ委員 

 推進会議からの提言をベースとして中間支援組織が発足しており、その

他の事項についても実現されているものも多くある。その点に注目すべき

ではないか。 

 

林委員長 

 非常に活発な議論となったので、もう一度部会長会議を開催し、提言に

ついて協議したいと思う。 

  

 

 

４．閉会 副委員長あいさつ  
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